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調  査  日  程

平成１７年 

７月１９日 

～１２：００ 

１３：００ 

から

１４：００ 

１４：００ 

１４：３０ 

から

１６：００ 

７月２０日 

０４：００ 

０５：１９ 

     から

０５：２８ 

０６：３０ 

０７：１０ 

     から

０８：１０ 

０８：２０ 

０８：４６ 

０８：５０ 

から

０８：５４ 

０９：００ 

１０：５３ 

１０：５３ 

     から

１１：１９ 

研究者「なつしま」に乗船。 

    HDP チームとの調査打ち合わせ。 

博多港中央埠頭１０号岸壁離岸。長崎県五島列島福江島

沖調査海域へ向ける。 

一航士・電子長による「船上生活」に関する説明。 

調査海域（B）着。 

SEABAT による B 海域地形調査。 

A 海域に向ける。 

A 海域着。 

SEABAT による A 海域地形調査。 

ビークル着水。 

中層観察。 

着底。マーカーＨ４４４設置。 

32°23.683′N・128°49.144′E・199m 

    TV カメラ画角決定作業。 

第一トランセクト航走開始。 

第一トランセクト航走終了。 

32°22.703′N・128°49.205′E 

海底観察・サンプリング。 
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１１：２３ 離底。 

１１：３６ ビークル浮上。 

１１：４５ ビークル揚収。 

１１：５０ B 海域へ回航。 

１３：３０ B 海域着。 

１３：３４ ビークル着水。 

中層観察。 

１４：００ 着底。 

32°17.818′N・129°00.235′E・315m 

１４：０５ 第二トランセクト（ＴＲ－２）航走開始。 

32°17.828′N・129°00.243′E・315m 

１５：４０ 第二トランセクト（ＴＲ－２）航走終了。 

32°19.062′N・129°00.713′E・309m 

１５：４２ 

     から 海底観察・サンプリング。 

１６：３０ 

１６：３１ 離底。 

32°19.066′N・129°00.949′E・314m 

１６：４５ ビークル浮上。 

１６：５５ ビークル揚収。 

１７：００ 

から Ｂ海域地形調査。 

２０：３０ 

７月２１日 

０５：００ 調査海域着（C地点）。 

０５：０７ SEABAT による C 地点調査。 

０６：０２ SEABAT による D 地点調査。 

０８：２３ ビークル着水（C地点）。 

中層観察。 

０８：４７ ビークル着底。 

31°45．017′N・127°46．570′E・141ｍ 

０８：５０ 第三トランセクト（ＴＲ－３）航走開始。 

31°45．017′N・127°46．570′E・141 

１０：１９ 第三トランセクト（ＴＲ－３）航走終了。 

31°44．999′N・127°45．382′E・144m 
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１０：１９ 

     から 海底観察・サンプリング。 

１１：３０ 

１１：３１ 離底。 

31°44．860′N・127°45．162′E・142m 

１１：４５ ビークル浮上。 

１１：５３ ビークル揚収。 

１２：００ Ｄ海域へ回航。 

１２：５７ Ｄ海域着。 

１３：１０ ビーグル着水。 

中層観察。 

１３：３４ 着底。 

31°44．982′N・127°55．664′E・146m 

１３：３６ 第四トランセクト（ＴＲ－４）航走開始。 

31°44．982′N・127°55．664′E・145m 

トラブルのため中止 

１３：４８ 揚収開始。 

１３：５７ ビークル浮上。 

１４：１５ ビークル揚収。 

１７：４７ 男女群島南沖 H 海域地形調査開始 

１７：５６ 男女群島南沖 H 海域地形調査開終了 

１９：２８ 男女群島南沖 G 海域地形調査開始 

２３：３３ 男女群島南沖 G 海域地形調査終了 

７月２２日 

０８：０７ 調査海域に到着（Ｈ地点） 

０８：１５ ビークル着水（Ｈ地点）。 

中層観察。 

０８：３７ ビークル着底。 

31°15．363′N・127°56．579′E・141m 

０８：４０ 第五トランセクト（ＴＲ－５）航走開始。 

31°15．363′N・127°56．579′E・141m 

０９：４７ 第五トランセクト（ＴＲ－５）航走終了。 

31°14．652′N・127°57．414′E・146m 

０９：４８ 

     から 海底観察・サンプリング。 
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１１：２５ 

１１：２５ 離底。 

31°14．393′N・127°57．657′E・148m 

１１：３４ ビークル浮上。 

１１：４３ ビークル揚収。 

１１：４７ G 海域へ回航。 

１３：３８ G 海域着。 

１３：４２ ビーグル着水。 

中層観察。 

１４：１３ 着底。 

31°07．833′N・128°13．118′E・347m 

１４：１６ 第六トランセクト（ＴＲ－６）航走開始。 

31°07．833′N・128°13．118′E・347m 

１７：０５ 第六トランセクト（ＴＲ－６）航走終了。 

31°08．465′N・128°13．935′E・360m 

１７：０６ 

から 海底観察・サンプリング。 

１７：３２ 

１７：３３ 離底。 

31°08．433′N・128°13．932′E・361m 

１７：４８ ビークル浮上。 

１８：０３ ビークル揚収。 

１８：０３ 地形調査海域まで移動。 

２０：４２ 男女群島南沖 F 海域地形調査開始。 

２２：５３ 男女群島南沖 F 海域地形調査開終了。 

２３：２３ 男女群島南沖 E 海域地形調査開始。 

０１：１６ 男女群島南沖 E 海域地形調査終了。 

７月２３日 

０８：２５ ビークル着水（E地点）。 

中層観察。 

０８：５３ ビークル着底。 

31°38．649′N・128°24．279′E・348m 

０８：５５ 第七トランセクト（ＴＲ－７）航走開始。 

31°38．649′N・128°24．279′E・348m 

０９：３０ 第七トランセクト（ＴＲ－７）航走終了。 
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31°38．452′N・128°24．325′E・353m 

０９：３１ 

     から 海底観察・サンプリング。 

１０：２７ 

１０：２８ 第八トランセクト（ＴＲ－8）航走開始。 

31°38．450′N・128°24．640′E・365m 

１１：１５ 第八トランセクト（ＴＲ－8）航走終了。 

31°38．581′N・128°24．935′E・377m 

１１：１５ 

     から 海底観察・サンプリング。 

１１：２１ 

１１：２２ 離底。 

31°38．582′N・128°24．931′E・377m 

１１：３８ ビークル浮上。 

１１：５４ ビークル揚収。 

１１：５４ F 海域へ回航。 

１３：００ F 海域着。 

１３：０３ ビーグル着水。 

１３：３０ 中層観察開始。 

31°31．621′N・128°23．653′E・300m 

１３：４３ 中層観察終了。 

31°31．569′N・128°23．722′E・330m 

１３：４５ 着底。 

31°31．555′N・128°23．733′E・339m 

１３：４７ 第九トランセクト（ＴＲ－９）航走開始。 

31°31．554′N・128°23．733′E・338m 

１６：００ 第九トランセクト（ＴＲ－９）航走終了。 

31°31．548′N・128°25．462′E・405m 

１６：０１ 

から 海底観察・サンプリング 

１６：１６ 

１６：１６ 離底 

31°31．554′N・128°25．460′E・406m 

１６：３２ ビークル浮上。 

１６：４８ ビークル揚収。 

調査終了後、鹿児島谷山港に回航 
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１．調査目的と背景 

(1)「五島列島南方大陸斜面域の甲殻類を中心とした未利用水産資源生物調 

査」 

これまで、東シナ海や黄海の大陸棚上において以西底曳網漁業が盛んに行わ

れてきた。しかし、現在では、大陸棚上の水産資源の減少と人件費の高騰によ

り日本の大手企業は撤退し、資源枯渇防止の見地から、多数の以西底曳網漁船

の整理が進められている。昭和 35 年以降、東シナ海や黄海における以西底曳網

漁業域の新たな開発を目的とした資源調査が西海区水産研究所や長崎県総合水

産試験場により行われていたが、これらの調査は、主にトロール網を用いた大

陸棚上の調査であり、それ以深の深海域に生息する生物に関する情報は極めて

少ない。これまで大陸斜面域については、以前から漁場価値をめぐって強い関

心が持たれていたにもかかわらず、技術的困難性もあって殆ど手がつけられて

いなかった。 

以西底曳網漁業が衰退してしまった現在、それに替わる水産資源を新たに開

発することは我が国として急務である。そこで、申請者等は東シナ海の大陸斜

面域に生息する未利用水産資源生物を探索し、有効利用に資することを目的と

して、「沖縄トラフ西側大陸斜面域に生息する表在性メガベントスの生態学的研

究」を立案した。そして、平成 15 年 7 月以降、男女群島南方およびトカラ群島

西方の水深 200ｍ～1100ｍ海域において、長崎大学水産学部の練習船「長崎丸」

によるビームトロール調査を繰り返し、多くのサンプル採集に成功した。現在、

これまでに採集された生物サンプルの分類学的検討を継続中だが、宮崎県日向

灘沖や鹿児島県甑島沖で水産資源生物として利用されているヒゲナガエビ・ジ

ンケンエビなどの甲殻類（橋本・松澤, 1986；Ohtomi & Yamamoto, 1997）も多

数採集されている。特に、ヒゲナガエビは五島列島南方の水深 350ｍ海域で多く

採集された。しかし、ヒゲナガエビは長崎県では水産資源として全く利用され

ておらず、今後水産資源として利用できる可能性が高いと考えられた。 

このヒゲナガエビについては、昭和 55 年前後に、五島列島福江島南方大陸斜

面の水深 300ｍ～550ｍ海域に多いとの報告もあったが（北島ほか, 1976; 高田

ほか, 1981）詳細な資源量推定やヒゲナガエビの分布や生態に関する情報は得

られておらず、その後、継続的な調査報告はなされていない。 

深海生物であるヒゲナガエビを水産資源として利用する場合、再生産力が低

い可能性がある。例え現在の資源量が大きくても、持続的に水産資源として利

用するためには、その海域に生息する個体群の出生率、死亡率、移出入率、個

体群密度、分布様式、齢構成、性比、生殖などの生態学的特性および物理・化

学的環境特性などを調べることが不可欠である。トロールやビームトロール調

査により、深海表在性メガベントスであるヒゲナガエビに関する多くの生態学
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的情報を得ることは可能であるが、精度の高い個体群密度や分布様式などの情

報を得ることは困難である。 

そこで、本調査は、長崎県五島列島南沖大陸斜面域に生息するヒゲナガエビ

の精度の高い資源量推定や生態学的特性を明らかにするための第一歩として、

海洋研究開発機構の「ハイパードルフィン」を用い、当該海域におけるヒゲナ

ガエビの正確な分布状態を調べることを目的として実施した。 

２．「外洋を回遊するアカウミガメの摂餌生態に関する研究」

アカウミガメは世界中の温帯から熱帯の海洋に生息し、その個体数の減少か

ら世界的に絶滅が心配されている。特に日本の太平洋岸から南西諸島などに分

布する砂浜は、北太平洋産アカウミガメにとっての唯一の産卵地となっており、

それら産卵地と普段生活を送っている日本近海における、アカウミガメにとっ

ての驚異は、そのまま北太平洋産アカウミガメ個体群の存続にとっての驚異と

なっている（亀崎ら，1997）。日本ウミガメ協議会がアカウミガメの全国の産卵

回数を集計するようになった１９９０年代、その産卵回数は劇的に減少を続け、

絶滅への危惧はより深刻なものとなっていたが、その後やや回復傾向を見せて

いる（2005 年日本ウミガメ会議津屋崎会議まとめ，未発表）。 

日本の産卵地における産卵回数の減少から想定される日本近海でのアカウミ

ガメ個体数の減少の主な原因は、特定の海域における特定の漁業による混獲死

にあるのではないかと考えられている。かつて東シナ海西方陸棚海域で盛んで

あった以西底曳網漁業も、そのひとつである。 

しかし、絶滅が心配されているアカウミガメの海洋における生活に関する情

報は、ごく近年少しずつ解明されつつあるに過ぎない。アカウミガメの外洋に

おける回遊生態や摂餌生態などの生活史は未だ不明な点が多く、その実質的な

保護対策を講じる上での障壁となっている。かつて日本沿岸で産卵したアカウ

ミガメは、多くが東シナ海へ回遊し豊富な底生動物を摂食していると考えられ

ていた（西村ら，1992；亀崎ら，1997；他）が、近年発信器を装着した衛星追

跡結果などから、太平洋四国南方海域や三陸東方海域への回遊も少なくないこ

とが分かってきた。また、畑瀬ら(2002c)は東シナ海へ回遊する個体群と他の海

域の個体群は成長段階が異なり、また食性も異なっているという意見を提唱し

ているが、その比較例数の少なさと上陸・産卵個体に限定された考察であるた

め、未だ広範な支持を得るに至ってはいない。Polovina ら（2000）は、太平洋

中央部のアカウミガメの食性について、潮目などに局在するヒカリボヤなど浮

遊動物を主食とするとしている。 

外洋におけるアカウミガメの食性については、それら個体の胃内容物などの

サンプルを得ることが困難なため、その解明は今後も容易に進むことは考えに
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くい。今後、外洋における混獲個体の確保に努めて食性を明らかにすることは

もとより、更なる衛星追跡による回遊行動の解明及び深度ロガー付き発信器に

よる潜水行動の解明等と併行して、回遊海域の動物相や物理・化学的環境を明

らかにすることは、海洋におけるアカウミガメの普遍的生態を理解して、種の

保全に繋げる上で極めて重要である。 

また、オサガメやマンボウで知られているように、外洋に生活する大型動物

はその栄養源を中層や深層に依存しており、そのような摂餌に伴う潜水行動は、

より広範な動物たちに普遍的である可能性が考えられる。つまり、アカウミガ

メの生態の理解は、海洋における外洋の中・深層から表層および沿岸への物質

輸送という新たな視点の確立を含め、海洋生態系の理解を進める上でその意義

は高いと考えられる。 

そこで、本航海においては、東シナ海の衛星追跡個体が実際回遊し、比較的

長期間滞留した福江島南海域、男女群島南西海域、宇治群島西方海域の水深 150

～200ｍの調査地点において、ハイパードルフィンに搭載された TV カメラによ

る映像記録の解析と環境観測により、中層・深層における索餌対象となりうる

動物の分布について明らかにし、アカウミガメの海洋における索餌に伴う潜水

行動などの摂餌生態を考察することを目的とした。 
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1）TV カメラ 

ハイビジョンカメラと CCD カラーテレビカメラを装備している。 

①ハイビジョンカメラ 

撮像管：2/3” HD スーパーハーブ管 RGB3 管式 
   映像 S/N：43dB 

光学系：F1.8,M 型折り返しプリズム 

レンズ：F1.8,倍（5.5～27.5mm） 

画角：72° 

パンチルト装置 パン：＋170°～－170° チルト：＋90°～－90° 

②CCD カメラ 

撮像デバイス：1/2” Interline Transfer, POWER HAD CCD(×3) 
水平解像度：750TVL 

最低被写体照度：5Lux @ 1.4 

   映像 S/N：60dB 

レンズ 焦点距離：5.5mm～77mm ズーム比：12 倍 絞り：自動調整 F1.9

～F16 

パンチルト装置 パン：90°以上 チルト：90°（ポジションにより制

約有り） 

2）マニュピレータ 

マニュピレータはスレーブアーム及び船上より遠隔制御するためのマス

ターアームより構成されている。 

形式：マスタースレーブ方式 

スレーブアーム形式：電動サーボ方式 

能力：7自由度 アーム長さ 1.53m 

：吊下可能重量 最大 250kg（垂直） 

：取扱荷重 水中 68kg（最大アウトリーチ） 

：先端握力 450kg 

：手先開度 右 77mm 左 195mm 

：リスト旋回トルク 326Nm 

：旋回径①アジマス 120° 

②ショルダー 120° 

③エルボー 120° 
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④フォアアームロール 120° 

⑤リスト ピッチ 120° ロール 360° 

3）ペイロード 

「ハイパードルフィン」の船外に取り付けられる機器の総重量は、採

集物を含めて 100kg（空中重量）以内までである。 

電源は AC100V-60Hz の単相 800VA（MAX）及び DC24V-200W（MAX）以内。 

ビークル設備 

① デジタルスチルカメラ（通称 SEA MAX） 

② 障害物探査ソーナー 

ビークル周囲の障害物検知のための装置 

 形式：シムラッドメソテック製 MS1000 

 探知距離：最大 200m 

 送信周波数：330kHz±1kHz（受信 330kHz±14kHz） 

 レンジ：10,20,25,50,75,100,200m の範囲で選択可能 

分解能；4.2cm@1-10m 8.4cm@1-20m 21cm@1-50m 

42cm@1-100m 84cm@1-200m 

 指向幅：送受波とも 2.7°（水平）×40°（垂直） 

③ 高度ソーナー（通称 Alt meter） 

ビークルから海底までの距離、すなわち高度を超音波パルスによっ

て測定する。 

形式：MS-1007series Altimeter 

超音波周波数：200kHz 

 測定範囲：200m 未満 

精度：0.0024～2.1008m（送信パルス幅による） 

④ 深度計（水温センサ付） 

ビークルの深度制御及び周囲水温表示に用いる為のものである。 

名称：水晶振動式圧力センサ（温度センサ付き） 

製造所：Paroscientific, Inc（米国） 

使用深度：0～4000m 

使用温度：-2～40℃ 
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⑤ ROV ホーマー用トランスデューサー 

これにより、事前に設置した ROV ホーマーを捜索することが可能で

ある。また、ハイパーチームにて複数のホーマーを所持している。 

(3)ナビゲーションシステム 

無人探査機は、母船船上からの遠隔操作で基本的な航走、観察、マニュピ

レータによる試料採集等が行える。無人探査機の位置決定、追尾及び目標点へ

の誘導はすべて母船の音響航法装置によって行っている。この無人探査機の測

位方法は、母船搭載の D-GPS を利用し、母船位置を基準としたスーパーショー

トベースライン方式（通称：SSBL）により無人探査機搭載レスポンダの地球座

標上の位置を求める。この方式の利点は、トランスポンダの設置及び位置決め

にかかる時間を省略し、迅速かつ精密なオペレーションを行うことができる。

また、多くのトランスポンダの測位対象を確保することによって、研究者のニ

ーズに対応可能である（音響航法装置システム図参照）。 

＊ 捕捉可能目標：4目標（無人探査機・ケーブルトランスポンダ含む）

＊ ビークルレスポンダピンガー ：15.5kHz 

ケーブルトランスポンダピンガー：15.0kHz 

ケーブルトランスポンダトリガー：13.okHz

音響航法装置システム図 
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４．ビデオログ

  (1) 「五島列島南方大陸斜面の甲殻類を中心とした未利用資源生物調査」

    ① D ive#445 

V ID EO  LO G （２００５年 ７月２０日＃445 Ｂ海域）

時間 緯度・経度    ビークル深度（m）

１３：３４ ビークル着水（水深３２０ｍ）  ０

１３：４５ ビークル潜航開始  ０

 ３２゚１７．６８２′N・１２９゚００．２１８′E

１３：４８ クダクラゲ（ C o.１５０）  ７０？ 

１３：５２ １４０

１３：５９ ２９０

１４：００ 着底・植木鉢マーカー設置（＃４４５）  ３１５

 ３２゚１７．８１８′N・１２９゚００．２３５′E

１４：０５ 第二トランセクト（TR－２）STA RT  ３１５

 ３２゚１７．８２８′N・１２９゚００．２４３′E

１４：０９ ナマコ、ヒトデ ３１５

１４：１１ ヒトデ ３１５

１４：12 魚？ ３１５

１４：１３  ナマコ ３１５

１４：１４ ソコダラ ３１５

１４：１６ ソコダラ、ヒゲナガ ３１５

１４：１７ ソコダラ、ハリナガリンボウ ３１５

１４：１８ ハリナガリンボウ ３１５

１４：２１ レーザーO N、ナマコ  ３１５

１４：２２ ハリナガリンボウ ３１５

１４：２３ ヒトデ ３１４

１４：２４ ハリナガリンボウ、ウミエラ、ヒトデ  ３１４

１４：２７ ハリナガリンボウ ３１４

１４：２９ 魚？ヒトデ ３１４

１４：３０ ハリナガリンボウ、魚 ３１４

１４：３１ ヒトデ ３１４

１４：３２ ヒトデ、トロール網曳跡 ３１４

１４：３３ ハリナガリンボウ、ウミユリ？ ３１４

１４：３４ 魚？魚？魚？ ３１４

１４：３６ ヒトデ ３１３
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１４：３７ ナマコ ３１３

１４：３８ ヒトデ ３１３

１４：３９ ヤギ ３１３

１４：４０ ヒトデ ３１３

１４：４１ ヒトデ ３１３

１４：４２ ソコダラ小、ナマコ ３１３

１４：４４ ウミエラ ３１３

１４：４６ ハリナガリンボウ ３１２

１４：４７ ヒトデ ３１２

１４：４９ ウミエラ、海綿 ３１２

１４：５０ ナマコ、ヒトデ ３１２

１４：５２ ヒトデ ３１２

１４：５７ ヒトデ ３１１

１４：５８ ハリナガリンボウ ３１１

１４：５９ 魚 ３１１

１５：０３ オトヒメノハナガサ  ３１１

１５：０４ ウミエラ ３１１

１５：０５ ハリナガリンボウ ３１１

１５：０７ ソコダラ ３１１

１５：０８ ヒトデ ３１１

１５：１１ ナマコ、ヒトデ ３１０

１５：１２ ハリナガリンボウ ３１０

 ３２゚１８．７３０′N・１２９゚００．６２９′E

１５：１４ ナマコ ３１０

１５：１６ ハリナガリンボウ ３１０

１５：１７ ヒトデ ３１０

１５：１８ ニギス ３１０

１５：１９ ハリナガリンボウ、ナマコ、ニギス  ３１０

１５：２１ ソコダラ ３１０

１５：２２ ヒトデ、ナマコ、ハリナガリンボウ  ３１０

１５：２３ ニギス、ナマコ ３１０

１５：２４ ヤギ ３１０

１５：２５ ウミエラ、ハリナガリンボウ、ヒトデ  ３１０

１５：２６ ヒトデ、ニギス ３１０

１５：２７ ヒトデ ３１０

１５：２８ ウミエラ ３１０
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１５：３０ ナマコ、魚 ３０９

１５：３３ ニギス ３０９

１５：３４ ヒトデ ３０９

１５：３５ ナマコ ３０９

１５：３６ ヒトデ ３０９

１５：３７ ヒトデ、魚 ３０９

１５：３８ ウミエラ ３０９

１５：３９ ナマコ ３０９

１５：４０ 第二トランセクト（TR-２）終了 レーザーO FF  ３０９

 ３２゚１９．０６２′N・１２９゚００．７１３′E

１５：４２ M etanephropus  arm atus? ３０９

１５：４３ C o. １００°  ３０９

１５：４６ フサウミエラ観察 周辺にクモヒトデ  ３０９

１５：４７ アオメエソ？後ろからのアップ  ３０９

１５：５４ イソギンチャク吸引 ３１１

１６：０８ ミョウガガイのアップ ３１１

１６：０９ フサウミエラのアップ クモヒトデも生息  ３１１

１６：１７ ウミエラとジンケンの吸引 ３１３

１６：１９ ナマコ多し シロウニアップ ３１３

１６：２１ トウジン ３１３

１６：２４ ジンケン ３１３

１６：２５ ナマコのアップ ３１３

１６：２９ ウミエラのアップ ３１４

１６：３１ 離底 ３１４

３２゚１９．０６６′N・１２９゚００．９４９′E

１６：３６ ３００

１６：３９ ２００

１６：４２ １００

１６：４５ ビークル浮上

１６：５５ ビークル揚収
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    ② D ive#449 

D IV E  LO G （２００５年 ７月２２日＃44９ G 海域）

時間 緯度・経度     水深（m）

１３：４２ 着水  ０

１３：５４ 潜航開始・録画開始  ０

１３：５６ カブトクラゲ  ６８

１３：５７ カブトクラゲ多し  ７４

１４：１１ イカ？ ３００

１４：１２ キュリエソ？ ３３０

１４：１３ 着底 砂泥底  ３４７

 ３１°０７．８３３N・１２８°１３．１１８E 

植木鉢マーカー設 キュウリエソの群れ

１４：１６ 第六トランセクト (TR-6)開始 ３４７

 ３１°０７．８３３N・１２８°１３．１１８E 

１４：１８ カイロウドウケツ ３４７

１４：１９ キュウリエソの群れ レーザーO  N  ３４７

１４：２３ アオメエソ トウジン ３４７

１４：２４ オトヒメノハナガサ ３４７

１４：２８ ユメカサゴ ３４８

１４；２９ ハリナガリンボウ ３４８

１４：３１ オオコシオリエビ ３４８

１４：３３ カイロウドウケツ ３４８

１４：３４ ユメカサゴ ３４８

１４：３５ ハリナガリンボウ ３４８

１４：３７ ハリナガリンボウ ヤギ ハリナガリンボウ ３４８

１４：３９ ヤギ ３４９

１４：４１ ハリナガリンボウ ３４９

１４：４２ オオコシオリエビ ３４９

１４：４４ カイロウドウケツ ３４９

１４：４５ アオメエソ？ ３４９

１４：４６ ニギス ３４９

１４：４７ ヤギ ３４９

１４：４９ ホヤ？ ３４９

１４：５１ オコシオリエビ ユメカサゴ  ３４９

１４：５３ ヤギ ３４９
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１４：５４ ヒトデ ユメカサゴ ３４９

１４：５５ ヤギ カイロウドウケツ ホヤ ３４９

１４：５６ カイロウドウケツ ３４９

１４：５７ ニギス ３４９

１４：５８ ハリナガリンボウ ３４９

１５：００ キュウリエソ ３４９

１５：０２ ヘリダラ ３４８

１５：０３ オオコシオリエビ ３４８

１５：０５ ユメカサゴ ヤギ ３４９

１５：０７ イモリザメ ハリナガリンボウ ３４８

１５：０８ オコシオリエビ ３４８

１５：１０ ユメカサゴ スポンジ ３４８

１５：１１ カイロウドウケツ 落下物の傍が抉れており潮通しが良さそう ３４８

１５：１４ オオコシオリエビ穴の中 ３４８

１５：１６ アオメエソ オオコシオリエビ ３４８

１５：１７ アオメエソ カイロウドウケツ ３４８

１５：１８ カイロウドウケツ アオメエソ  ３４８

１５：１９ オコシオリエビ オオコシオリエビ  ３４８

１５：２０ カイロウドウケツ ニギス ３４８

１５：２１ ハリナガリンボウに付着したイソギンチャク   ３４８

１５：２２ イソギンチャク ３４８

１５：２３ クシクラゲ？ ３４８

１５：２４ ヤギ カイメン ３４８

１５：２５ ３０分来キュウリエソがうろつく    ３４８

１５：２６ ミドリフサアンコウ ３４８

１５：２７ カイメン ３４８

１５：２８ カイロウドウケツ キュウリエソ ３４８

１５：２９ カイロウドウケツ ３４８

１５：３０ サンゴ ３４８

１５：３２ ハリナガリンボウ ３４８

１５：３４ ヒトデ ３４８

１５：３５ アオメエソ逃げず ハリナガリンボウ    ３４８

１５：３７ リップルマークと穴が目立つ ３４８

１５：３８ カイロウドウケツ ３４８

１５：３９ カイロウドウケツ ３４８

１５：４１ アンコウ ３４８
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１５：４２ オオコシオリエビ ３４８

１５：４３ C o.１０°からC o.９０°へ（深い方向に向かう）  ３４８

３１°０８．３９９N・１２８°１３．３０６E 

１５：５０ フサウミエラ ３４８

１５：５４ 「なつしま」がコースを変更しても直にビークルが追従しないので、

  暫くの間航走スピードが一定しない。その間のトランセクトは休止。

１５：５８ リップルマークに沿うように航走。  ３４９

１６：００ 航走再開３１°０８．４２２N・１２８°１３．３９１E ３４９

コース変更後ビークル高度は0.9～１．１ｍ 

１６：０２ アオメエソ ユメカサゴ ３５０

１６：０３ カイロウドウケツ ３５０

１６：０４ リップルマークに対し３０°程度斜行 ３５０

１６：０５ オオコシオリエビ ３５０

１６：０７ ニギス ３５０

１６：０８ ニギス ３５０

１６：０９ ハチナガリンボウ ３５１

１６：１１ オオコシオリエビ ハリナガリンボウ  ３５１

１６：１３ オオコシオリエビ ３５１

１６：１４ ユメカサゴ ニギス ３５１

１６：１５        ハリナガリンボウ ニギス  ３５１

１６：１６ カナド ３５２

１６：１７ ニギス カナド ニギス ３５２

１６：１８ オオコシオリエビ ユメカサゴ オオコシオリエビ  ３５２

１６：１９ ヒトデ ３５２

１６：２０ オオコシオリエビ ベニテグリ？  ３５２

１６：２１ アオメエソ ニギス ３５３

１６：２２ ヤギ ３５３

１６：２３ オオコシオリエビ カイロウドイウケツ オオコシオリエビ ３５３

１６：２４ アオメエソ ３５３

１６：２５ カイロウドウケツ ３５３

１６：２６ イソギンチャク ３５３

１６：２７ ニギス ３５４

１６：２８ ヤドカリ ３５４

１６：２９ サメ？ ヒトデ ３５４

１６：３０ ニギス ニギス ヤギ クモヒトデ  ３５４

１６：３１ ヤギ ３５４
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１６：３２ カイロウドウケツ ニギス ３５４

１６：３３ イソギンチャク フサウミエラ ３５４

１６：３４ ニギス カイロウドウケツ キュウリエソ   ３５５

１６：３５ オコシオリエビ？ ３５５

１６：３６ ハリナガリンボウ サメ ３５５

１６：３７ キュウリエソ ハリナガリンボウ    ３５５

１６：３８ ニギス ソコダラ オオコシオリエビ ハリナガリンボウ ３５５

１６：３９ カナド ハリナガリンボウ ３５５

１６：４０ ヒラタブンブクの死殻 ３５５

１６：４１ ビークル高度０．８～０．９ ３５５

１６：４３ キュリエソ付いて来ている ３５６

１６：４５ オオコシオリエビ カイロウドウケツ    ３５６

１６：４６ オオコシオリエビ アオメエソ ニギス  ３５６

１６：４７ カイロウドウケツ ヤギ ニギス    ３５６

１６：４８ カイロウドウケツ ハリナガリンボウ  ３５６

１６：４９ オオコシオリエビ サメ カイロウドウケツ ３５７

１６：５１ オオコシオリエビ ハリナガリンボウ×２   ３５７

１６：５２ フジクジラ ３５７

１６：５３ カイロウドウケツ ヒトデ オオコシオリエビ フジクジラ ３５７

１６：５４ ユメカサゴ ３５７

１６：５６ タカアシガニの子供？ ３５８

１６：５７ ビークル高度０．８ｍ ３５８

１６：５８ カナド ３５８

１７：０１ フサウミエラ ３５９

１７：０２ ニギス ３５９

１７：０３ ハリナガリンボウ アオメエソ ニギス    ３５９

１７：０５ 第六トランセクト(TR-6)終了 レーザーO FF 

３１°０８．４６５N・１２８°１３．９３５E    ３６０

オオコシオリエビのアップ 

１７：０８ C 0.２００ ３６０

１７：１４ カイロウドイウケツの採集 ３６０

１７：２１ ユメカサゴ ３６０

１７：３１ イソギンチャク採集 ３６０

１７：３３ 離底 ３１°０８．４３３N・１２８°１３．９３２E   ３６１

１７：４８ 浮上 

１８：０３ 揚収 
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    ③ D ive#450 

D IV E  LO G （２００５年 ７月２３日＃４５０ E 海域）

時間 緯度・経度     水深（m）

０８：２２ 吊り上げ

０８：２５ 着水 水深３６０ｍ  ０

０８：３６ 潜航・録画開始 

０８：４０ １００

０８：４６ ２００

０８：４８ オタマボヤのハウス ２４２

０８：５０ オタマボヤのハウス ２９４

０８：５３ 着底 ３４８

 ３１°３８．６４９N・１２８°２４．２７９

０８：５５ 第七トランセクト（TR-7）開始 ３４８

  フジクジラ キュウリエソ ３４８

０８：５７ 細い魚 ３４８

  C o.１８０

０８：５８ フジクジラ ３４８

０９：０１ オオコシオリエビ ３４９

０９：０３ レーザーO  N

０９：０５ フジクジラ ３５０

０９：０６ フジクジラ オオコシオリエビ  ３５０

０９：０７ 網の曳き跡？ ３５０

０９：０９ フジクジラ ３５０

０９：１４ 魚 ３５１

０９：１６ ユメカサゴ×２ ３５１

０９：１９ フサウミエラ ３５１

０９：２２ ユメカサゴ ３５２

０９：２４ オオコシオリエビ ３５２

０９：２６ トウジン ニギス ３５２

０９：２７ ニギス ３５２

０９：２８ ユメカサゴ ３５２

０９：３０ キュウリエソ見えなくなる

第七トランセクト（TR-7）終了

 ３１°３８．４５２N・１２８°２４．３２５  ３５３

０９：３３ ニギス トウジン ３５３
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０９：３５ フジクジラ ３５４

０９：４０ アオメエソ ３５６

０９：４１ ニギスのアップ ３５６

０９：４３ ニギス ユメカサゴ ３５６

０９：４７ サンゴ ３５７

０９：４９ ヒゲキホウボウ ３５８

０９：５２ ユメカサゴ ３５９

０９：５３ ニギス ３５９

０９：５５ フジクジラ ３５９

０９：５７ カゴカマス？ ３５９

０９：５９ トウジン ３６０

１０：０２ ユメカサゴ ３６１

１０：０６ アオメエソ ３６２

１０：０７ レーザーO  FF ３６２

１０：１４ ヒゲナガ ３６４

１０：１６ ヒゲナガ ３６４

１０：２３ フジクジラ ３６４

１０：２７ ヒゲナガ ３６５

１０：２８ 第八トランセクト（TR-8）開始 ３６５

  ３１°３８．４５０N・１２８°２４．６４０E 

１０：３０ レーザーO  N ３６５

１０：３１ ヒゲナガ ３６６

１０：３２ ヒゲナガ ３６６

１０：３３ ヒゲナガ ３６６

１０：３４ ヒゲナガ ３６７

１０：３５ ヒゲナガ ３６７

１０：３６ ヒゲナガ ３６７

１０：３７ ヒゲナガ アオメエソ ニギス    ３６７

１０：３８ ヒゲナガ ３６８

１０：４０ ヒゲナガ ３６８

１０：４１ ヒゲナガ ニギス フジクジラ ３６９

１０：４２ ヒゲナガ ３６９

１０：４３ フジクジラ ヒゲナガ トウジン    ３６９

１０：４４ ヒゲナガ ３６９

１０：４５ ヒゲナガ フジクジラ ３７０

１０：４６ フジクジラ ３７０
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１０：４７ ヒゲナガ ３７１

１０：４８ ユメカサゴ フジクジラ ヒゲナガ  ３７１

１０：４９ ヒゲナガ ３７１

１０：５０ ユメカサゴ ヒゲナガ ３７１

１０：５１ ヒゲナガ ３７２

１０：５２ フジクジラ ヒゲナガ ３７２

１０：５３ ヒゲナガ ニギス ３７３

１０：５４ ヒゲナガ ３７３

１０：５５ ヒゲナガ オオコシオリエビ ３７４

１０：５６ ヒゲナガ ３７４

１０：５７ ヒゲナガ ３７５

１０：５８ ヒゲナガ ３７５

１０：５９ ヒゲナガ ３７６

１１：００ フジクジラ ヒゲナガ ３７７

１１；０１ フジクジラ ヒゲナガ ３７７

１１：０２ C o.３５０ ３７８

 ３１°３８．４３４N・１２８°２４．９６６E 

  ヒゲナガ ３７８

１１：０３ フジクジラ ３７８

１１：０４ ヒゲナガ ３７８

１１：０５ フジクジラ ３７８

１１：０６ ヒゲナガ ３７８

１１：０８ ヒゲナガ ３７７

１１：０９ ヒゲナガ ３７７

１１：１０ ヒゲナガ フジクジラ ３７７

１１：１１ カガミダイ ヒゲナガ ３７７

１１：１２ ヒゲナガ ３７７

１１：１３ ヒゲナガ見えなくなる ３７６

１１：１５ 第八トランセクト（TR-８）終了

 ３１°３８．５８１N・１２８°２４．９３５E  ３７７

１１：１８ ジンケンエビ ３７７

１１：２１ ジンケンエビ採集 ３７７

１１：２２ 離底 ３１°３８．５８２N・１２８°２４．９３１E  ３７７

１１：３３ １００

１１：３８ 浮上 

１１：５４ 揚収 
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    ④ D ive#451 

D IV E  LO G （２００５年 ７月２３日＃４５１ F 海域）

時間 緯度・経度     水深（m）

１３：０３ 着水（水深３５０ｍ）  ０

１３：１３ 潜航・録画開始 

１３：２０ １００

１３：２５ ２００

１３：２９ ３００

１３：３０ 中層観察開始 

３１°３１．６２１N・１２８°２３．６５３E  ３００

１３：３４ ３０８

１３：３７ ３１６

１３：４３ 中層観察終了 

３１°３１．５６９N・１２８°２３．７２２E  ３３０

１３；４５ 着底  ３３９

１３：４７ 砂泥底 第九トランセクト（TR－９）開始 

３１°３１．５５４N・１２８°２３．７３３E  ３３８

１３：５１ トウジン ３４０

１３：５２ ニギス ３４１

１３：５３ 高度０．８ｍ ３４１

１３：５４ レーザーO N  トウジン  ３４１

１３：５５ ニギス ３４２

１３：５６ ニギス 高度０・８ｍ ３４３

１３：５８ ニギス 高度０．８ｍ ３４３

１３：５９ ニギス ３４４

１４：００ ニギス ３４４

１４：０１ ニギス イソギンチャク ３４５

１４：０２ イソギンチャク トウジン ３４６

１４：０３ ユメカサゴ ３４７

１４：０４ ウミエラ 高度０．８ｍ ３４７

１４：０５ ホッスガイ 弱いリップルマーク  ３４８

１４：０６ ウミエラ イソギンチャク ３４９

１４：０７ ウミエラ 高度０．８ｍ ３４９

１４：０８ ホッスガイ ３５０

１４：０９ ウミエラ カイメン ３５０
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１４：１０ ホッスガイ フジクジラ ニギス ３５１

１４：１１ アオメエソ ３５２

１４：１２ ユメカサゴ モモイロソコナマコ アオメエソ   ３５２

１４：１３ 高度０．９ｍ ニギス ３５３

１４：１４ トウジン ウミエラ ３５３

１４：１５ クシクラゲ ヒトデ ユメカサゴ    ３５４

１４：１６ ユメカサゴ ニギス ユメカサゴ クシクラゲ   ３５５

１４：１７ オオコシオリエビ ３５５

１４：１８ フジクジラ ３５６

１４：１９ フジクジラ ３５６

１４：２０ ヤギ ３５７

１４：２１ クシクラゲ ウミエラ 高度０．９ｍ    ３５８

１４：２２ ギンメダイ ヒゲナガ ３５８

１４：２３ ウミエラ ヒゲナガ ３５８

１４：２４ ニギス ニギス ３５９

１４：２５ トウジン フジクジラ     ３５９

１４：２６ フジクジラ ３６０

１４：２７ ホッスガイ ヒゲナガ ３６０

１４：２８ フジクジラ ホッスガイ 高度０．８ｍ フジクジラ   ３６０

１４：２９ ヒゲナガ ３６１

１４：３０ ホッスガイ ３６１

１４：３３ ヒゲナガ ３６１

１４：３４ ヒゲナガ多し ユメカサゴ ３６２

１４：３５ フジクジラ ヒゲナガ フジクジラ クシクラゲ ヒゲナガ ３６２

１４：３６ ヒゲナガ 高度０．８ｍ    ３６３

１４：３７ ヒゲナガ ヒゲナガ ユメカサゴ ヒゲナガ ３６３

１４：３８ フジクジラ ３６４

１４：３９ ヒゲナガ ヒゲナガ ３６４

１４：４０ ニギス ３６５

１４：４１ タコ ユメカサゴ ヒゲナガ ３６５

１４：４２ ヒゲナガ×２ ユメカサゴ ヒゲナガ×３   ３６６

１４：４３ 高度０．９ ヒゲナガ×２ ウミエラ    ３６６

１４：４４ 高度０．８ ヒゲナガ×６ ３６６

１４：４５ ヒゲナガ×４ フジクジラ×２ ヒゲナガ   ３６７

１４：４６ ユメカサゴ ヒゲナガ×２ フジクジラ ヒゲナガ×２ ３６７

１４：４７ ヒゲナガ 高度０．８ｍ ヒゲナガ ホッスガイ ３６８
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１４：４８ ヒゲナガ×６ トウジン ヒゲナガ ヒゲナガ×３   ３６９

１４：４９ ヒゲナガ ヒゲナガ ３６９

１４：５０ ヒゲナガ×２ ３６９

１４：５１ ヒゲナガ×４ トウジン フジクジ ヒゲナガ   ３７０

１４：５２ ヒゲナガ×２ ヒゲナガ×２ ３７０

１４：５３ ヒゲナガ ユメカサゴ ヒゲナガ    ３７１

１４：５４ 高度０．８ｍ ヒゲナガ ヒゲナガ ヒゲナガ×５   ３７１

１４：５５ ヒゲナガ×２ ユメカサゴ ヒゲナガ×４   ３７２

１４：５６ ヒゲナガ×４ ユメカサゴ 高度０．８ｍ    ３７３

１４：５７ ヒゲナガ×５ ヒゲナガ×３ ３７３

１４：５８ ヒゲナガ×８ ３７３

１４：５９ ヒゲナガ×３ ユメカサゴ ３７４

１５：００ ヒゲナガ×１２ フジクジラ ３７５

１５：０１ ヒゲナガ×１５ ３７５

１５：０２ ヒゲナガ×１０    ユメカサゴ    ３７６

１５：０３ ヒゲナガ×１０ ３７７

１５：０４ ヒゲナガ×８ ３７７

１５：０５ ユメカサゴ ヒゲナガ×４ ３７８

１５：０６ サガミアカザ ヒゲナガ×８ ３７９

１５：０７ ヒゲナガ×６ ３８０

１５：０８ ヒゲナガ×４ ３８０

１５：０９ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×６ ３８１

１５：１０ ヒゲナガ×９ ３８２

１５：１１ ヒゲナガ×５  ユメカサゴ ３８２

１５：１２ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×５ ３８３

１５：１３ ヒゲナガ×４ ３８３

１５：１４ ヒゲナガ×２ オオコシオリエビ    ３８４

１５：１５ ヒゲナガ×７  フジクジラ ３８５

１５：１６ ヒゲナガ×４ サガミアカザ    ３８５

１５：１７ ヒゲナガ×６ ３８６

１５：１８ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×１  トウジン    ３８６

１５：１９ ヒゲナガ×６ ３８７

１５：２０ ヒゲナガ×２ ３８７

１５：２１ 高度０．９ｍ ヒゲナガ×４ ３８８

１５：２２ ヒゲナガ×４ ３８８

１５：２３ ヒゲナガ ３８９
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１５：２４ 高度１．０ｍ ヒゲナガ×５ ３８９

１５：２５ 高度０．９ｍ ヒゲナガ×４ ３８９

１５：２６ 高度１．０ｍ ヒゲナガ×５ ３９０

１５：２７ 高度１．１ｍ ヒゲナガ×１ ３９０

１５；２８ 高度１．１ｍ ヒゲナガ×１ ３９１

１５：２９ 高度１．２ｍ ヒゲナガ×５ ３９２

１５：３０ 高度０．９ｍ ヒゲナガ×４ ３９２

１５：３１ 高度１．２ｍ ヒゲナガ×４ ３９２

１５：３２ 高度１．１ｍ ヒゲナガ×４ ３９３

１５：３３ 高度１．０ｍ ヒゲナガ×２ フジクジラ ３９４

１５：３４ 高度１．１ｍ ヒゲナガ×２ 深い方が大きそう ３９５

１５：３５ 高度０．９ｍ ヒゲナガ×４ ３９５

１５：３６ 高度０．９ｍ ヒゲナガ×３ ３９５

１５：３７ 高度１．０ｍ ヒゲナガ×３ ３９５

１５：３８ 高度１．３ｍ ヒゲナガ×４ ３９６

１５：３９ 高度１．１ｍ ヒゲナガ×３ ３９６

１５：４０ 高度１．２ｍ ヒゲナガ×５ ３９７

１５：４１ 高度１．１ｍ ヒゲナガ×５ ３９７

１５：４２ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×６ ３９８

１５：４３ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×４ ３９８

１５：４４ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×８ ユメカサゴ  ３９９

１５：４５ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×６ ３９９

１５：４６ 高度０．７ｍ ヒゲナガ×３ ４００

１５：４７ 高度０．９ｍ ヒゲナガ×６ ４００

１５：４８ 高度１．０ｍ ヒゲナガ×３ ４００

１５：４９ 高度０．９ｍ ヒゲナガ×５ ４０１

１５：５０ 高度１．０ｍ ヒゲナガ×７ ４０２

１５：５１ 高度０．９ｍ ヒゲナガ×３ ４０２

１５：５２ 高度０．７ｍ ヒゲナガ×４ ４０２

１５：５３ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×３ ４０３

１５：５４ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×３ ４０３

１５：５５ 高度０．９ｍ ヒゲナガ×２ サガミアカザ  ４０４

１５：５６ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×７ ４０４

１５：５７ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×４ ４０４

１５：５８ 高度０．８ｍ ヒゲナガ×４ ４０５

１５：５９ 高度０．８ｍ ４０５
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１６：００ 第九トランセクト (TR-9)終了 ４０５

 ３１°３１．５４８N・１２８°２５．４６２E 

１６：０３ ヒゲナガのアップ ４０６

１６：１６までヒゲナガ撮影 ４０６

  離底 ４０６

 ３１°３１．５５４N・１２８°２５．４６０E 

１６：２０ ３８９

１６：２６ ２２５

１６：２９ １００

１６：３０  ５０

１６：３２ 浮上 

１６：４８ 揚収 

   (2) 「外洋を回遊するアカウミガメの摂餌生態に関する研究」

    ① D ive#444 

D IV E  LO  G （２００５年 ７月２０日＃44４ Ａ海域）

時間 緯度・経度     水深（m）

０８：１７：３１ ハイパードルフィン吊り上げ

０８：２０ 着水 ３２°２３．７３１′Ｎ・１２８°４９．１８９′Ｅ  ０

０８：２９ 潜航・録画開始 

０８：３２ カブトクラゲ多い  ４０

０８：４２ キュウリエソ、管クラゲ、ヤムシ １５０

０８：４３ ミトロコメラo rミトロコマ １８３

０８：４５ ミズクラゲ？海底が見える

０８：４６ 着底 ３２°２３．６８３′Ｎ・１２８°４９．１４４′Ｅ １９９

マーカー設置 Ｈ４４４

０８：５０ チェーン設置

０８：５４ チェーン設置完了、画角決定 砂泥底、穴ぼこ

０９：００ ＴＲ－１開始 

０９：０５ 魚  １９９．７

０９：０８ ウミエラ？

０９：１０ ゴミ（買い物袋）  １９９．５

０９：１２ ホッスガイ  １９９．３
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０９：１３ ニギス      １９９．３

０９：１４ キダイ

０９：１５ ゴミ、穴 

０９：１６ ウニ類、カサゴ類    １９９．１

０９：２２ カニ類

０９：２４ ？

０９：２７ カナガシラ？

０９：２８ 穴、ウニ類

０９：３０ イソギンチャク類（１４．０℃） １９８．２

０９：３７ ヤドカリ類     １９７．５

０９：４０ 八放サンゴ類、トリノアシ    １９７．４

０９：４５ 穴    １９６．７

０９：４８ キダイ     １９６．４

０９：５８ ヤドカリ類     １９４．５

１０：０１        ヤドカリ類    １９４．１

１０：０２ アカグツ、ウニ類

１０：０４ タイ、アカグツ、魚 １９３．６

１０：０７ ヤドカリ類 

１０：１０ タイ、トゲツノヤドカリ？ 

１０：１２ トリノアシ    １９１．９

１０：１３ ウニ類

１０：１８ ウチワエビ

１０：２０ ヤドカリ類 

１０：２７ コウイカ類 ×２ １８８．７

１０：３４ イソギンチャク類 

１０：５３ ＴＲ－１完了（３２°２２．７０３′Ｎ・１２８°４９．２０５′Ｅ）

    周辺の生物撮影と採集 

１１：０４ ホヤの一種採集 １８４

１１：１４ 沈木または網、ウミシダ、イソギンチャク

１１：１９ オキナエビス採集 １８３．９

１１：２３ 離底
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    ② D ive#446 

D IV E  LO  G （２００５年 ７月２１日＃446 Ｃ海域）

時間 緯度・経度     水深（m）

０８：２３ 着水 

０８：３２ 潜航前 １．５

０８：３５ 潜航・録画開始 

０８：３９ ハウスの残骸多い  ６０－８０

０８：４３ １００

０８：４６ 着底前、海底が見える １４１．５

０８：４７ 着底、砂泥底、懸濁物多い、流れ早い  １４２

０８：５０ 第三トランセクト(TR-3)開始 

３１°４５．０１７′Ｎ・１２７°４６．５７０′Ｅ １４１．４

０８：５２ ウミエラ類多い

０８：５４        カニ類  １４２

０８：５６        ヒトデ類 

０８：５７  トロール曳網痕跡？ １４２．７

０９：００ ヒラツメガニ、魚、イソギンチャク類など １４３．１

０９：０３ ウニ類 １４３．３

０９：０４ コチ類、ウニ類 １４３．５

０９：０５ ホヤ類、ヒトデ類が点在 １４３．５

０９：０９ カニ類 １４４．０

０９：１０ カニ類 １４３．９

０９：１３ ？ １４４

０９：１４ ヤドカリ類 １４４．２

０９：１５ 順走、生物頻度変わらず  １４３．９

０９：１６ カニ類 １４４

０９：１９ ヒトデ類 １４３．８

０９：２０ 魚が横切る １４３．７

０９：２１ ヤドカリ類 １４３．９

０９：２３ ホヤ類、魚 １４４

０９：２４ カニ類、カシパン類、魚 １４４．２

０９：２５ トロール曳網痕跡？ １４４．２

０９：２６ トロール曳網痕跡？ １４４．２

０９：３０ 何か生物が引きずった痕跡？  １４４．３

０９：３１ カニ類 １４４．３

㪊㪌



０９：３２ 直線的に引きずった痕跡？  １４４．４

０９：３３ ウチワエビ １４４．３

０９：３５ イソギンチャク類 １４４．３

０９：３７ カニ類、魚 １４４．５

０９：３２ カニ類 １４４．５

０９：４０ ヒラツメガニの頻度が低下 １４４．５

０９：４２ ヤドカリ類 １４４．６

０９：４４ ヤドカリ類、カニ類、ウニ類が点在  １４４．６

０９：４５ 魚 １４４．７

０９：４６ ヒラツメガニの頻度がまた高くなる  １４４．７

０９：４８ カニ類 １４４．７

０９：４９ カニ類 １４４．６

０９：５０ 魚 １４４．６

０９：５１ カニ類 １４４．７

０９：５４ カニ類 １４４．６

０９：５７ カニ類×２ １４４．８

１０：００ カニ類 １４４．７

１０：０２ カニ類、生物頻度が低下 １４４．７

１０：０５ カニ類 １４４．７

１０：０６ 魚 １４４．７

１０：０７ ヒトデ類、ウニ類（カシパン類）、カニ類、魚が点在 １４４．７

１０：０９ カニ類 １４４．６

１０：１１ スミ吐き（イカ類？） １４４．４

１０：１２ カニ類 １４４．２

１０：１４ トロール曳網痕跡？ １４４．３

１０：１７ カニ類、ヒトデ類 １４３．７

１０：１９ 着底、第三トランセクト(TR-3)終了。

３１°４４．９９９′Ｎ・１２７°４５．３８２′Ｅ １４４．３

周辺生物観察、採集開始 

１０：２１ トロール曳網痕跡？ １４４．２

１０：２２ 着底、ギンカサンゴ？観察 １４４．２

１０：２６ 着底、イソギンチャク類、小型カニ類観察 １４３．６

１０：３３ 着底、イソギンチャク類観察 １４３．８

１０：３５ 上記イソギンチャクの採集 →１番へ  １４３．１

１０：３９ 大型イソギンチャクの周囲にカクレエビの一種、アミ類、小魚が群れている

    カクレエビ、アミ類、イソギンチャクを採集 →２番へ １４４
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１０：５０ 着底、イソギンチャクを背負ったヤドカリ類観察、マーカー設置 １４３．８

１０：５６ カニ類、サンゴ類観察 

１１：００ 小さな貝殻が密集、何かが食べた？ １４３．３

１１：０２ 着底、捨て網に魚（カサゴ類、サギフエ）、イソギンチャク類、巻き貝類、

    ヒドロ虫類、カヤ類？サメ（トラザメ類？）の卵 １４２．２

１１：１１ トラギス類 １４３．１

１１：１３ 八放サンゴ類 １４２．７

１１：１６ 埋在性のカイメン類？にイソギンチャク類が付着 １４３．５

１１：２４ 着底、ウミエラ類の観察 １４３．４

１１：３０ 観察終了  １４３．４

１１：３１ 離底（３１°４４．８６０′Ｎ・１２７°４５．１６２′Ｅ）

１１：４５ ビークル浮上 １４３．４

１１：５３ ビークル揚収

    ③ D ive#447 

D IV E  LO G （２００５年 ７月２１日＃447 Ｄ海域）

時間 緯度・経度     水深（m）

１３：１０ 着水  ０

１３：２３ 潜航・録画開始  １．５

１３：２４ カブトクラゲ  ３１．５

１３：３１ 水温２６．５℃、オタマボヤのハウス  １００

１３：３４ 着底前、底見える  １４５．４

着底（３１°４４．９８２′Ｎ・１２７°５５．６６４′Ｅ）、砂泥底 １４５．９

１３：３６ 第四トランセクト(TR-4)開始,水温１８．９℃

 ３１°４４．９８２′Ｎ・１２７°５５．６６４′Ｅ  １４５

１３：３７ カシパン類 １４４．９

１３：３８ カシパン類多数点在 １４５．０

１３：４１ 魚の群 １４５．１

１３：４７ ビークル電源落ちる、浮上開始 
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    ④ D ive#448 

D IV E  LO G （２００５年 ７月２２日＃448 Ｈ海域）

時間 緯度・経度     水深（m）

０７：５０ 潮目を避けるため始点を南東から北西へ変更し移動 

０８：０７ 始点海域に到着 

０８：１２ ビークル吊り上げ

０８：１５ 着水  ０

０８：２６ 潜航・録画開始  １．６

０８：２８ 翌足類？  ５６

０８：３１ コペ類多い  ８６

０８：３２ １００

０８：３６ 海底が見える １３７．９

０８：３７ 着底（３１°１５．３６３′Ｎ・１２７°５６．５７９′Ｅ、２２．３℃）  １４１．８

０８：３８ マーカー設置（Ｈ４４８）、砂泥底（泥少ない）、砂紋あり

０８：４０ 第五トランセクト (TR-5)開始 １４１．３

０８：４１ ヒトデ類、ウミエラ

０８：４２ イソギンチャク、ヒラツメガニ、ヒトデ類  １４１．８

０８：４３ ヒトデ類、魚、ウミエラ １４３．２

０８：４５ 魚 １４３．３

０８：４８ ウミエラ １４３．９

０８：５１ 水温１７．５℃ １４４．０

０８：５２ ウチワエビ？ １４４．２

０８：５４ ヒラツメガニ、ここまで常にヒトデ類が点在する １４４．６

０８：５５ ヒトデ類（四つ手）  １４４．８

０８：５７ 魚 １４５．９

０８：５８ ウニ類、魚、カニ類 １４５．０

０８：５９ ヒトデ類 １４５．０

０９：０２ ヒラツメガニ １４５．２

０９：０３ 魚 １４５．３

０９：０４ ヒトデ類その他生物の頻度低下 １４５．４

０９：０５ ヒラツメガニ １４５．５

０９：０６ ヤドカリ類 １４５．５

０９：０８ カニ類、タイ １４５．７

０９：１１ コウイカ類×２ １４５．９

０９：１２ ヒラツメガニ、トロール曳網痕跡？ １４５．９
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０９：１４ カイメン類 １４６．２

０９：１６ ヒトデ類の頻度高い  １４６．１

０９：２２ ヒラツメガニ １４５．７

０９：２３ 穴 １４５．７

０９：２５ ヒラツメガニ １４５．８

０９：２６ トロール曳網痕跡？ １４５．９

０９：２９ ヒラツメガニ １４５．９

０９：３０ トロール曳網痕跡？ヒラツメガニ５分間に５～６個体の頻度 １４５．９

０９：３４ トロール曳網痕跡？ 

０９：３５ ヒラツメガニ １４６

０９：３６ カレイ類 １４６．３

０９：３８ トロール曳網痕跡？２本横切る、ヒラツメガニ  １４６．５

０９：３９ カニ類 １４６．４

０９：４１ トロール曳網痕跡？ヒラツメガニ  １４６．４

０９：４２ ヒラツメガニ×２ １４６．４

０９：４５ カイロウドウケツ、ヒラツメガニ×数匹  １４６．６

０９：４７ 着底、第五トランセクト（TR－５）終了 

３１°１４．６５２′Ｎ・１２７°５７．４１４′Ｅ １４６．６

０９：４８ 周辺生物観察・採集開始  １４６．３

０９：５０ ヒトデ観察 １４７．７

０９：５２ ウミトサカ類観察、採集 →①へ  １４７．７

０９：５９ ウミエラ観察 １４７．９

１０：０２ ダイナンウミヘビ観察 １４７．９

１０：０６ ウミトサカ類（クモエビ付き）、キサンゴ類観察 １４７．９

１０：１２ カヤ類またはクロサンゴ（クモエビ付き）観察、採集 →②へ １４７．７

１０：２０ ホソウミエラの観察 １４７．８

１０：２８ ゴミ １４７．５

１０：３２ カヤ類？と共生クモエビ観察  １４７．９

１０：３５ イソギンチャクの観察 １４７．８

１０：３８ ゴカイの巣穴の観察 １４７．０

１０：４４ 単体サンゴ類×２、キサンゴ類の観察、採集 １４７．６

１０：４９ ブリッジより、ウミガメが浮いている

１０：５２ ケスジヤドカリの観察 １４７．８

１１：０１ ヤギ類の観察、採集 →ボックスへ  １４７．８

１１：１３ イソギンチャク類の観察、ミズヒキガニ採集 １４７．９

１１：２５ 観察終了、離底（３１°１４．３９３′Ｎ・１２７°５７．６５７′Ｅ）  １４８．５
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１１：３４ ビークル浮上

１１：４３ 揚収
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日向灘で行った潜水調査船「しんかい２０００」による潜航調査やディープ・

トウによる調査では、今回の調査の主要対象生物であるヒゲナガエビは、水深

320m から 350m の海域に多く分布しており、中には軟泥中に半ば埋もれている個

体も観察されたが、殆どの個体は軟泥底上で静止し、底層流に頭を向け長い第

二触覚をたなびかせるようにして生息している状態で観察されたと報告されて

いる（橋本・松澤, 1986）。今回の調査においては、底質中に埋もれている個体

は確認できなかったことおよび生息水深が若干深いといった違いはあるものの、

ほぼ同様な生息状態の観察結果が得られた。 

ビームトロールによる調査では、魚群探知機などにより調査船直下の水深と

調査船の航跡に沿った水深のデータしか得られない。また、調査海域全体の詳

細な海底地形図もないこともあって、曳網コースを等深線に沿わせたり直交さ

せたりするようにコントロールすることは難しい。そのため、ヒゲナガエビの

正確な水深別の分布状態を把握することは困難である。ヒゲナガエビの生息水

深について、これまでのビームトロールの調査結果と今回のハイパードルフィ

ンの調査結果とが異なるのは、季節や海域の違いによる可能性も考えられるが、

それ以上に調査手法による要因が大きいものと推定される。 

詳細についてはデータ解析の結果を待たねばならないが、今回の潜航調査で

作業仮説としていた「トロールなどによる調査結果に基づき推定された資源量

以上のヒゲナガエビが五島列島南方大陸斜面域に生息している可能性」が示唆

されると共に、水深によるヒゲナガエビの分布状態の違いなどに関する新たな

知見を得ることができた。しかしながら、今回の調査では、時間的な制限から、

400m 以深におけるヒゲナガエビの分布状況や等深線に沿ったトランセクトの調

査を実施することができなかった。また、ヒゲナガエビの生息場所は海底の流

れと起伏に関連しているとの報告もあり（橋本・松澤, 1986）、調査海域内の特

徴的な海底地形を示す場所について調査をすることにより、より精度の高いデ

ータが得られと考えられる。それ故、本調査研究の最終目的である五島列島南

方海域におけるヒゲナガエビの正確な資源量推定のためには、五島列島南方海

域の特徴的な海域について、今回の 450 dive や 451 dive と同様な調査を繰り

返す必要があろう。このことは、ヒゲナガエビの分布状態の経年変化の有無を

調べるといった観点からも重要である。再度、同海域においてハイパードルフ

ィンによる調査が実施されることを期待したい。 
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(2)「外洋を回遊するアカウミガメの摂餌生態に関する研究」 

今回の潜航調査は、東シナ海の衛星追跡個体が実際回遊し、比較的長期間滞

留した福江島南海域（Ａ海域）、男女群島南西海域（Ｃ・Ｄ海域）、宇治群島西

方海域（Ｈ海域）の水深 150～200ｍの調査地点において、ハイパードルフィン

に搭載された TV カメラによる映像記録の解析と環境観測により、中層・深層に

おける索餌対象となりうる動物の分布について明らかにし、アカウミガメの海

洋における索餌に伴う潜水行動などの摂餌生態を考察することを目的として実

施した。 

Ａ海域における#444 潜航においては、水深４０ｍ～海底（約１９９ｍ）付近

までカブトクラゲが卓越し、他にヤムシ類、他種ヒドロクラゲ類が観察された。

海底においては、ホッスガイの仲間やカイロウドウケツの仲間などのカイメン

類が卓越し、ニギスやタイの仲間、カナガシラなどの魚類、小型のヤドカリ類

やウチワエビなどの甲殻類、イソギンチャクの仲間などが観察された。約 1 マ

イルのトランセクト調査においては、アカウミガメの餌と考えられるような大

型底生動物は認められなかった。 

Ｃ海域における#446 潜航においては、水深４０ｍ～海底（約１４２ｍ）付近

までカブトクラゲが卓越し、他にサルパ類やハウスの残骸も多く観察された。

海底においては、ウミエラの仲間が卓越し、他にトラギスの仲間やコチの仲間

などの魚類、ヒラツメガニやヤドカリの仲間などの甲殻類、ヒドデやウニの仲

間、などが観察された。約１マイルのトランセクト調査においては、約３０個

体のヒラツメガニと数個体のケスジヤドカリが記録され、アカウミガメの餌生

物としての可能性が考えられた。 

Ｄ海域における#447 潜航においては、水深３０ｍ～海底（１４６ｍ）付近ま

でカブトクラゲが卓越して観察された。海底の調査・観察は、ハイパードルフ

ィンのトラブルにより中止された。 

Ｈ海域における#448 潜航においては、水深４０ｍ～海底（１４２ｍ）付近ま

でカブトクラゲが卓越し、他に翼足類などが観察された。海底においては、ウ

ミエラの仲間が卓越し、他にタイの仲間やカレイの仲間、ダイナンウミヘビな

どの魚類、ヒラツメガニやケスジヤドカリなどの甲殻類、ヒトデの仲間、コウ

イカの仲間、イソギンチャクの仲間などが観察された。約 1 マイルのトランセ

クト調査においては、約２０個体のヒラツメガニと数個体のケスジヤドカリが

記録され、#H446 に引き続きアカウミガメの餌生物としての可能性が考えられた。

また、海底調査実施中に、ブリッジより海面にアカウミガメと思われるウミガ

メ類の浮上が報告された。 

以上の潜航結果から、各調査海域で卓越したカイメン類やウミエラ類は、こ

れまでアカウミガメの胃内容物からは知られておらず、餌料動物であるかどう
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かは不明である。これまで胃内容物から知られているケスジヤドカリ（西村ら，

1992；他）が数個体観察されたが、同じ甲殻類ではヒラツメガニが卓越してお

り、ケスジヤドカリの観察頻度は１０分の１以下であった。ヒラツメガニは、

これまで胃内容物から知られておらず、餌料動物であるかどうかは、不明であ

る。海底には他に、ヒトデ類やウニ類などの棘皮動物やイソギンチャク類も多

く観察されたが、それらも胃内容物からは知られておらず、餌料動物であるか

は不明である。また、全ての調査海域の表層から海底付近にはカブトクラゲが

卓越しており、胃内容物から知られている翼足類（Polovina ら，2000）も観察

された。 

当海域にアカウミガメが回遊し、滞留していることは、当海域が索餌場所で

あることを示唆しているが、中層から海底付近および海底の観察から、これま

で胃内容物から知られている餌料動物が卓越して記録される結果は得られなか

った。しかし、ヒラツメガニやカブトクラゲなど、胃内容物から知られている

ケスジヤドカリやクラゲ類と近縁の動物が卓越して観察され、それら動物を餌

料動物としている可能性が残された。 

アカウミガメの生態を解明するためには、更なる胃内容物の情報を収集・解

析や、衛星追跡の結果の集積などを進めるとともに、索餌場所と考えられる海

域の環境と動物相について記録していくことが不可欠である。つまり、これま

で報告されている胃内容物が得られた海域として、東シナ海の陸棚水深 100m 前

後の海域や、異なる成長段階の個体が回遊する東シナ海以外の海域での、表層

～中層および海底における環境と動物相の記録が必要である。 

最後に、ウミガメ研究者や関係者にとって、アカウミガメの故郷とされてき

た東シナ海が、どのような環境であり、そこで何を食べているのかなど、基本

的な情報さえも不明であり、調査・研究の実施が切望されていた。本研究にお

いて、初めてウミガメの視点から東シナ海の海底の様子を観察し、映像を記録

することができたことは、それ自体大きな第一歩であり、成果であると言える。 
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